
９月９日（水）にオンラインで行われた『国連ユース総会』に
本校グローカルコース３年の栗田悠衣さんがkeynote listenerと
して参加しました。総会では、コロナ禍における各国の若者の思
いや取組が語られ、意見交換が行われました。栗田さんが発した
「先進国の若者が国連の取組に関心を持てるよう働きかけていく
べきだ。」という主張に対して「国連でも引き続き興味を持って
もらえるように取り組んでいく。ぜひ国連であなたの取組も語っ
てほしい。」との返答がありました。

【栗田さんの感想】
コロナによるパンデミックが起こっている現在、各国から多くの不
満がでてきている。中でも、先進国に住む私が考えなかった問題に
直面している発展途上国の人たちがいることに驚いた。特に途上国
では「生活必需品の不足」と同等に「正確な情報の不足」が問題と
なっていることを知った。私のようにこの状況を知らない人が先進
国に多いと、先進国内で発生する問題だけを解決しようとするだろ
う。議論の争点でもあった不平等さ・格差をなくすという意味で、
私たちは世界にもっと目を向けるべきであると思った。


